
ヒマラヤカップ 岐阜ジュニア（スポ少）2019 U - 9　8人制サッカー県大会 

１． 主　　　催 ：岐阜県少年サッカー育成連盟

２． 主　　　管 ：東濃地区少年サッカー育成連盟

３． 後　　　援 ：岐阜新聞社  岐阜放送　・　(一財）岐阜県サッカー協会 ・

４． 協　　　賛 ：（株）ヒマラヤ　　

５． 期日及び会場 中津川公園多目的広場（クレーコート）

2019年　９月　１日[日] 於： 〒509-9132　中津川市茄子川1683-1031　TEL.0573-68-8005

※ 【U-9会場】多目的グランド（クレーコート）

６．

渋谷　康充 （岐阜県少年サッカー育成連盟委員長）

山本　一彦 （東濃地区少年サッカー育成連盟委員長）

糸魚川　昌秀 高木　健一 山本　浩 松葉　浩一 (各地区委員長）

山本　武 清水　潔 早川　秀久

今井　豊 （岐阜県少年サッカー育成連盟副委員長）

審判委員長 大谷　卓也 （岐阜県少年サッカー育成連盟審判部長）

委　　　員 出場チーム（帯同審判員）

競技委員長 高木　竜希 （岐阜県少年サッカー・育成連盟・競技部長）

委　　　員 東濃地区少年サッカー育成連盟競技部

7. 会場責任者 山本　一彦

8. 閉会式　 ＊開会式は行いません　・閉会式は　16時00分（試合終了後、本部前にて行う）

9. 午後　１２時 2０分（※会議は本部前にてU-8閉会式終了後）

午後　１２時 2０分（※会議は本部前にてU-8閉会式終了後）

10. 午前　１３時 00分

11. 大会参加費 大会参加費　￥10,000　

12. 各少年団に所属された選手で構成する小学３年生以下のチーム及び

少年団に入っている選手で傷害保険に加入していること。

登録指導者の内１名以上は公益財団法人日本サッカー協会公認の指導者資格を有する事。

大会出場選手資格証明書を各委員長に提出し承認を受けること。

各地区委員長は大会1週間前までに大会主管（競技部長）に提出する。

13. 引率指導者は2名以上で４名以内、及び登録選手は16名以内とする。

14. 各ブロック　1位、表彰状、楯、メダル　　

15. 出場チーム審判員を１名以上帯同すること。

（※競技規則：ベンチ入り指導者は試合中にベンチ（テクニカルエリア）から離れられない）

16. 競技細則　 （1）　(公財）日本サッカー協会　サッカー競技規則2018/2019年度版及び

　　　　「8人制ｻｯｶｰ競技規則と審判法」に準ずる。

（2）　試合球は４号球を使用する、またﾋﾟｯﾁは35ｍ(以内）Ｘ50ｍ（以内）とする。

　　　　・ゴールサイズは、縦２ｍ･横３ｍ（ﾌｯﾄｻﾙ用）を使用する。

　　・交替ゾーン６mを設ける（ハーフウェーラインを挟んで３mずつ）

（3）　出場選手はフリーで自由な交替。

（4）　ベンチの中には引率指導者４名（代表、監督、コーチ　2名など）及び出場選手とする。

（5）  ユニフォームを２種類用意する。（無い場合は、ビブスも可　※２色準備）

（6）　メンバー表は各試合20分前までに本部に提出する。

　メンバー表は大会出場選手資格証明書を使用し事前に必要枚数をコピーして

　持参する。

（7）　ピッチ内は禁煙とする。
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18. 競技方法 （1） 各地区代表計　１６チームを　４グループに分け、

各４チームのリーグ戦で順位を決定する。

（2） 試合時間は前半１０分ー５分ー後半１０分。

（3） 1チーム8人の競技者によって行われる。

【ブロックリーグの場合】

① 第１試合開始前に８名に満たない場合は試合を行わず、すべての試合を棄権とし

得点を０対５として敗戦したものとみなす。

② 試合中に怪我等による人数不足により８名に満たなくなった場合には、

そのまま続行する。

③ ②の試合終了後、その日残りの試合がある場合においては、１つ前の試合の

最終人数が次の試合の先発選手人数とする。

↑ ③注意：次の試合までに登録選手内で補充できない場合。

例：遅れてきた選手などがいれば本部にて選手チェックをしてもらい参加ができる。

（4)  グループの順位決定は次の要領で行う。

１．勝点の多いチーム（勝ー３点、引分けー１点、敗ー０点）。

２．全試合の得失点差（総得点ー総失点）

３．全試合の総得点

４．当該チームの対戦成績。

５．フェアプレイポイント制度を採用する。（警告：－１P、退場：－２P）

６．いずれも同点の場合、ＰＫ３人にて行う(2位以下は行わない）。

19.   ルールの基本的考え方

① 審判１人制を採用する事により、選手のフェアープレー精神を養う。

② 審判員を信頼し、判定に対して不平不満を表さない。

③ 審判員の決定に従いつつ、ラインアウトについてはプレーヤから申告する

フェアな姿勢を養う。

④ 指導者や保護者など、大人のフェアープレー精神も養う。

⑤ オフサイドに関しては、疑わしきは罰せず。

20. その他　 審判は１名にて行う。(変更有り）

補助審判１名を付ける。

選手は小学生以上が望ましい。

　その他の注意事項

（1）ゴミは各チームにて持ち帰る。

21. 各地区代表
岐阜地区 飛騨地区

1 FCパトロル 1 萩原ジュニアサッカークラブ

2 セイカJFC 2 飛騨古川JFC

3 穂積北サッカー少年団

4 加納西スポーツ少年団サッカー部 東濃地区

5 岐阜スポーツ少年団若鮎岐阜ｻｯｶｰ部 1 中津川サッカースポーツ少年団

6 北星フットボールクラブ 2 泉JFC

西濃地区 中濃地区

1 名森サッカースポーツ少年団 1 美濃加茂コヴィーダJFC

2 大野サッカークラブ 2 武芸川サッカースポーツ少年団

3 海津サッカースポーツ少年団 3 金竜サッカースポーツ少年団

計飛騨地区出 場 枠 岐阜地区 中濃地区 西濃地区 東濃地区




